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昨年末に実施しました学校評価アンケ－トに際しましては、お忙しいところ、保護者の皆様からご協

力と貴重なご意見を賜り、心より感謝申し上げます。

さて、アンケート結果については、生徒・保護者・教職員それぞれの評価や意識の差異に着眼しなが

ら、成果や課題等を次年度の教育活動等に生かせるように分析しました。

以下、それぞれの質問項目に対する評価結果と分析コメントをお知らせします。

令和３年度学校評価アンケート集計結果

５段階（Ａ・Ｂ・Ｃ・Ｄ・Ｅ）にて評価していただきました。

Ａ：よくあてはまる Ｂ：ややあてはまる Ｃ：あまりあてはまらない Ｄ：まったくあてはまらない Ｅ：わからない

※ 百分率で表した数値は概数のため、合計が１００％にならない場合があります。

質問１ 生徒 保護者 教職員
私は学校が楽しい 子どもは学校が楽しいと言っている 教師は生徒一人一人が居がい感のある

学級・学年経営に努めている

生徒のＡ･Ｂ回答は９０％保護者は８５％で、昨年度とほぼ同様であり、生徒のＡ評価は昨年を５％上回った。今
後も、分かる授業づくりを推進し、どの生徒にも居がいのある学校・学級づくりに努める。

質問２ 生徒 保護者 教職員
私は明るく元気にあいさつをしてい 子どもは、明るく元気にあいさつを 教師は、生徒へのあいさつの指
る している 導を徹底している

生徒のＡ･Ｂ回答は昨年度とほぼ同じ状況だが、保護者のＡ回答は３ポイント増加した。日頃の指導とともに、生
徒が主体的に取り組むような手立てを工夫し、進んであいさつのできる学校づくりに取り組んでいく。

質問３ 生徒 保護者 教職員
私は朝の読書の時間にしっかり読書 子どもは、読書が好きである 教師は、朝の読書の時間を含めた、読
をしている 書指導を徹底している

生徒のＡ･Ｂ回答は８６％で、Ａ回答では昨年度より４ポイント上回った。保護者のＡ･Ｂ回答は５５％で昨年度同
様である。「読書離れ」や「活字離れ」が課題となっている現状だが、学校支援ボランティアの協力を得ながら図
書室の環境をさらに整備し、「本好き」な生徒を育てていく。
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質問４ 生徒 保護者 教職員
私は家庭学習を計画的に行っている 子どもは、計画的に家庭学習を行っ 教師は、効果的な家庭学習について、

ている 個別指導を丁寧にしている

生徒のＡ･Ｂ回答は６７％で昨年より５ポイント増加したが、保護者のＡ・Ｂ回答は３ポイント減少した。家庭と
学校が連携して、生徒一人一人に応じた学習内容や量を具体的にアドバイスしながら、学力定着に向けた家庭学習
の改善に努める。

質問５ 生徒 保護者 教職員
私は朝ご飯をしっかりと食べている 子どもは、朝ご飯をしっかり食べている 教師は､給食指導を通して日常的に食育をしている

生徒、保護者のＡ･Ｂ回答は８９％、８７％と、ともに昨年度とほぼ同じ状況である。日常の学級での指導、保健
体育科や家庭科の授業等の機会を捉えて、家庭と連携しながら「早寝･早起き･朝ご飯」について指導をしていく。

質問６ 生徒 保護者 教職員
私は清掃をしっかりとしている 子どもは、家庭の手伝いをしている 教師は、清掃活動を通して、働くこと

の重要性を指導している

生徒、保護者のＡ･Ｂ回答は９７％、６３％で昨年度と同様であるが、生徒のＡ回答が１４ポイント増加してい
る。本校の生徒は真面目に清掃に取り組んでいる。ご家族でも、家族の一員としての役割を任せて、それができた
ら褒めるなど、働く喜びや他の人の役に立つことの大切さを味わえるようご協力をお願いします。

質問７ 生徒 保護者 教職員
私は学校や家で整理整頓を心がけて 子どもは、子ども部屋や学習机を整 教師は、教室等の整理整頓を日常的に
いる 理整頓している 徹底した指導をしている

生徒、保護者のＡ･Ｂ回答は８５％、５７％で、昨年度よりそれぞれ７ポイント、５ポイント増加した。身の回り
の整理整頓は将来、職業人となっても大切なことである。今後も日常の継続した指導をしていきたい。

質問８ 生徒 保護者 教職員
私は常に交通ル－ルを守り、交通安 子どもは、常に交通ルールを守り、 教師は、日常的に交通安全指導を継続
全に気をつけている 交通安全に気をつけている している

昨年同様、三者共にＡ･Ｂ回答が９０％を超えている。交通安全は生命に関わる重要なことなので、常に危機意識
をもちながら､家庭や地域、関係機関と連携して指導を続けていく。
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質問９ 生徒 保護者 教職員
私は人をいじめたり、人のいやがる 子どもは、人をいじめたり、人のい 教師は、いじめは絶対に許さないとい
ことをしていない やがることをしていない う姿勢で、指導している

生徒、保護者ともに昨年度とほぼ同じ結果であった。学校は、いじめは絶対に許さない姿勢で指導に当たってい
る。全教職員が協力して、引き続き、「誰もが安心して過ごせる学校づくり」を目指していく。

質問10 生徒 保護者 教職員
私はいじめられたり、いやがること 子どもは、いじめられたり、いやが 教師は､常に生徒の様子を観察し､いじ
をされたりしていない ることをされたりしていない めの実態把握と適切な対応をしている

生徒Ａ・Ｂ回答が９０％と概ね良好な結果だが、否定的な回答をしている生徒もいる。これを真摯に受け止め、い
じめ撲滅に向けた取組を一層強化する。いじめと思われる情報を入手した場合は、どうぞ学校にご連絡ください。

質問11 生徒 保護者 教職員
私は部活動が楽しい（楽しかった） 子どもは、部活動が楽しいと言って 教師は、生涯学習や生涯スポ－ツの視点で、

いる（言っていた） 生徒が楽しいと思える部活動運営をしている

コロナ禍で部活動の制限がある中であったが、生徒のＡ･Ｂ回答は８１％、保護者は７６％と昨年度とほぼ同じだ
った。生徒が目標に向かってやりがいをもち、生涯スポーツに繋がるような部活動運営を推進していく。

質問12 生徒 保護者 教職員
先生はやりがいを持てるような部活 教師は、生徒がやりがいを持てるよ 教師は、生徒が各自の目標を持って部
動を指導してくれている うな部活動を指導してくれている 活動に取り組める指導をしている

生徒、保護者ともにＡ･Ｂ回答は昨年度と同様であった。生徒、保護者ともに否定的な回答が１割程度ある状況
で、部活動指導の方法や内容について、改善すべき点を明確にしながら質の向上を図っていく。

質問13 生徒 保護者 教職員
私は授業に一生懸命に取り組んでい 子どもは、授業に一生懸命に取り組 教師は、生徒の学習意欲を高める工夫
る んでいる様子である をしている

生徒のＡ･Ｂ回答は９４％で昨年度を４ポイント上回った。全校生徒にタブレットが配備され、授業の中で有効に
活用しながら学習を進めたことで、生徒が関心をもって授業に取り組んでいる。今後も、主体的に学びに向かうよ
うな授業づくりに取り組んでいく。
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質問14 生徒 保護者 教職員
先生は授業でわかりやすく勉強を教 教師は、授業でわかりやすく勉強を 教師は、全ての生徒にとって分かる授
えている 教えている 業の展開に努力している

生徒、保護者のＡ・Ｂ回答は９２％、７７％であり昨年度とほぼ同じである。電子黒板等ＩＣＴ機器を使いなが
ら、誰にでも分かる授業の工夫・改善に一層努めていく。

質問15 生徒 保護者 教職員
私は道徳科の授業で一生懸命考え、 教師は、道徳科の授業などで、子ど 教師は､生徒がよりよく生きるための基盤
発言している もの心を育てている となる道徳性を養う授業を展開している

生徒のＡ・Ｂ回答が昨年度よりも１２ポイント増加した。生徒が主題を自分事として捉え、道徳的価値についてよ
り深く考え、議論する授業が展開されるよう、授業の工夫・改善に努める。

質問16 生徒 保護者 教職員
先生は悩み事や相談をよく聞いてく 教師は、子どもの相談や悩み事をよ 教師は、生徒一人一人に寄り添い、カ
れる く聞いてくれる ウンセリングマインドで接している

生徒のＡ回答が昨年度より１１ポイント増加したが、約１割が否定的な回答している。保護者のＡ･Ｂ回答は昨年
度と同じである。教職員が生徒一人一人の気持ちに寄り添いながら、対応するよう努めていく。

質問17 生徒 保護者 教職員
私は地域の行事に進んで参加してい 家庭、地域、学校が連携・協力して 教師は、地域とともにある学校づくり
る 子どもを育てている に向けた取組をしている

生徒のＡ･Ｂ回答が昨年度より４ポイント増加したが、感染症の影響もあり様々な行事が中止を余儀なくされた。
生徒会を中心として、地域に目を向けた活動の取組が見られ、地域へ貢献する意識の高揚に繋がりつつある。保護
者のＡ・Ｂ回答は７９％で昨年度とほぼ同じである。

質問18 生徒 保護者 教職員
学校は、各種たよりやホ－ムペ－ジ 学校は、各種たよりやホームページ 教師は、各種たよりやホ－ムペ－ジで
で情報をよく発信している で情報をよく発信している 積極的に学校の様子を発信している

生徒のＡ・Ｂ回答は昨年度とほぼ同様であるが、保護者のＡ回答は５ポイント減少した。ホームページ等の有効活
用について検討しながら改善を図り、学校の様子を保護者や地域の方々に発信し、開かれた学校づくり努める。
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質問19 生徒 保護者 教職員
学校は勉強や運動がしやすい環境で 学校は、校舎内外が教育にふさわし 教師は、教育にふさわしい環境を常に
ある い環境に整備されている 意識して対応している

生徒のＡ･Ｂ回答は昨年度に比べ５ポイント増加したが、保護者は昨年度と同様であった。施設設備の老朽化は否
めないが、教育委員会と連携を図りながら学びやすい環境づくりに取り組んでいく。

質問20 （生徒の質問はなし） 保護者 教職員
学校は、「真中の日」や保護者会な 教師は、「真中の日」や保護者会など
どを通して、開かれた学校づくりに を通して、開かれた学校づくりに努め
努めている ている

環境整備(落ち葉掃き)ボランティア

月に１回の授業公開デーを設定し、保護者が普段の生徒の様子を見られるよう取り組んだ。今年度７回実施し、平均す
ると１回に３８名の参観者があった。Ａ･Ｂ回答は、保護者が９１％、教職員は９８％であった。今後の学校運営協議
会制度導入を見据え、地域とともにある学校づくりを一層推進していく。

質問21 （生徒の質問はなし） 保護者 教職員
学校は、面談や家庭訪問、電話で保 教師は、面談や家庭訪問、電話等で丁
護者に丁寧に対応している 寧に保護者に対応している

校内合唱コンクールの様子

保護者のＡ･Ｂ回答は９２％で、昨年度とほぼ同じであった。家庭・地域・学校が連携・協力して、健やかでたく
ましく、心豊かな「もおかっ子」を育てられるよう、学校は丁寧な説明や応対に努めていく。
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◇保護者の皆様からいただいたご意見等をご紹介するとともに、ご質問にお答えします。複数のご意見や

主なもののみを掲載しています。個人が特定されるおそれがあるものは掲載しておりません。また、似

ているご意見は、まとめて表記・回答しましたので、ご容赦ください。

自由記述から
・コロナ禍の影響で学校行事の公開が少なかったのが残念でした。
・市内の他中学校では運動会や文化祭を実施したと聞き、真岡中との差があった。
・行事の時に保護者の参観が不可能ならライブ配信してほしい。

【学校より】
感染症拡大に伴う学校行事等の対応については、真岡市及び市教育委員会、芳賀郡・真岡市校長会

と協議しながら、その時点での状況を踏まえて最善と思われる判断をし、決定しております。同じ真
岡市や地区でも、学校によって規模や施設設備の状況、生徒数、保護者の意向などが異なっているた
め、学校行事や部活動の実施に当たっては、学校間の差異も生じてしまいます。今後も関係機関と十
分に協議し検討してまいりますので、何とぞご理解とご協力のほどお願いします。

Ｑ 通学用カバンの中身が重く、自転車の転倒など交通事故が心配です。検討していただけませんか。
Ａ 通学用指定カバンは、登下校時両手が使えるよう背負うタイプでカバン自体に反射テープも付いて
います。１年生の入学時は自転車の運転も不慣れな状況です。常時持ち帰る物とその必要がない物に
分けて生徒に説明しておりますので、各教科等で再確認をしてまいります。

Ｑ 校則等で決まっていないこと（服装等）についてわかりやすくしてほしい。
Ａ 服装や身だしなみについて、不明瞭な説明となっている現状を踏まえ、生徒会が中心となって「校
則の見直し」を進めています。生徒が主体的に学校生活を送り、将来を生き抜く社会人として必要な
知識や態度を身に付けるための検討をしていきます。

Ｑ ＨＰやブログの更新がたくさんあると学校の様子が分かりやすい。子どもたちの頑張りをもっと配
信してほしい。

Ａ 学級だよりや学年だより等で、日頃の生徒たちの様子をお伝えしておりますが、発行の回数も限ら
れています。感染症の影響で保護者の方々が学校でのお子さんの様子をなかなか参観できない状況で
もあるため、より多く記事掲載を更新し、見やすいようなホームページの改善に努めてまいります。

Ｑ 中学校の体育着の色が学年によって異なっているので統一してほしい。また、「弁当の日」も保護
者にとって負担感を感じる。

Ａ 現在、５４０名の生徒数であり学年を区別するために体育着は学年によって色別となっています。
お子さんの卒業後に、体育着を他の方に譲るというお話も聞いていますので、ＰＴＡが中心となって
「リサイクル（リユース）事業」を始めています。ぜひ、ご協力をいただけたらと思います。また、
「弁当の日」については、市教育委員会の方針に則り実施しています。月に１度、弁当や食に関する
話をしながらがら家族団らんをしてはいかがでしょうか。

〈その他として〉
・感染症に気を付けながら教育活動を進めていただき感謝しております。学校行事も従来とは変わって
の実施でしたが、とても思い出に残る活動になったようです。

・分からないことがあっても、先生方がすぐに対応してくださるので、安心しています。
・毎日楽しく、過ごせているようです。ありがたいです。
・理科の授業で実験をたくさん実施していただき、とても分かりやすいと子どもが喜んでいます。
・送迎のために駐車場で子どもを待っている間に、掃き掃除をしたいので、清掃用具を貸してほしい。
※（武道館入り口付近に清掃用具を配備しましたので、どうぞお使いください）

たくさんのご意見、ご質問、ありがとうございました。
今後も子どもたちのよりよい成長ために、家庭や地域と手を取り合い、共働して教育を進めて

まいります。今後もどうぞよろしくお願いいたします。
真岡市立真岡中学校


